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研究要旨 

高階論理に基づく自然言語推論システム ccg2lambda による診療テキストの高度な意味解析を実現し

た。特に、診療テキストに頻出する複合語を解析し推論を行うモジュール、および外部知識と定理自動

証明器を連動させるモジュールを開発することで、現在の標準的な言語モデルが不得手とするような意

味理解の機構と、それに基づく検索システムの実現を目指す。 

 

 

Ａ．研究目的 

自然言語意味解析システム ccg2lambda に複合語解析モジュール Medc2l を追加することで、症例報告の

テキストから正しい意味表示を導出することを目指した。 

 

Ｂ．研究方法 

ccg2lambda の複合語解析モジュール Medc2l は、以下の要素から成り立つ。 

(1) 症例テキストに含まれる複合語を、意味合成への意味的貢献に応じて分類する「意味現象タグ」体系 

(2) (1) に基づいた症例テキスト複合語アノテーションデータセット 

(3) (2) を教師データとして学習した意味現象タグ付与のための系列ラベリング深層学習モデル 

(4) 意味現象タグに基づいた複合語内部構造のための CFG 構文解析器 

(5) 複合語 CFG 構文木から CCG 統語構造への変換アルゴリズム 

(6) 症例テキストの正しい意味表示を導出する意味合成過程 

 

これらを接続することによって、症例テキスト中の複合語内部の意味合成過程が導かれ、それ以外の部

分の CCG 統語解析結果と相まって医療テキストの意味表示が導出される。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、医薬基盤・健康・栄養研究所において倫理審査、承認を得た後、人を対象とする医学系研究に

関する倫理指針に従って実施している。 

 

Ｃ．研究結果 

評価用に用意したデータセットに対する精度は、（2023 年 3 月の研究期間終了時には）意味現象タグの

平均予測精度が 91.3 ％（BiLSTM）／ 88.6 ％ (日本語 BERT) に達した。 

 

Ｄ．考察 

(4)(5)(6) を踏まえた(1) のタグ体系設計は、理論言語学においても自然言語処理においても前例のない取

り組みであったため、理論面・技術面の双方において難しさがあるが、その設計はアノテーションの一致

度にも影響し、ひいては(3) における意味現象タグ予測モデルの精度にも影響する。 

この成果を踏まえた(5) の統語変換および(6) の意味合成は、それによって導出された意味表示を用いた

自動推論を含めて、本研究項目における R4 年度の課題となった。 

 

Ｅ．結論 

この成果は、人工知能学会第 35 回全国大会（査読なし）、および LENLS18 国際学会（査読有り）に論文

が採択され、それぞれ登壇発表を行ったが、コロナ禍のため、同年度にはそれ以上の成果発表・情報収集

の機会を得ることができなかった。本研究内容は 2022 年 11 月までの期間延長を認めて頂き、当該の機会
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は ESSLLI2022において得ることができた。 
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